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５
月
28
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
中
区
基
町
）
に
て
、『
令
和
元
年
度
第
58

回
通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
31
名

の
商
工
会
長
等
が
出
席
し
、
平
成
30
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
熊
高
一
雄
会
長
は
「
日

本
の
経
済
基
盤
を
支
え
て
い
る
の
は
、
地

域
経
済
・
雇
用
の
中
核
を
担
う
小
規
模
事

業
者
で
あ
り
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的

発
展
が
極
め
て
重
要
」
と
述
べ
、「
昨
年
７

月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
県
内
で
多
く
の
事

業
者
が
被
災
さ
れ
た
。
今
後
も
、
自
然
災

害
の
多
発
化
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
危

機
管
理
を
含
め
た
防
災
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

県
連
理
事
の
津
田
宏
氏
（
安
芸
太
田
町

第
58
回
通
常
総
会

第
58
回
通
常
総
会

第
58
回
通
常
総
会開催

回
通
常
総
会

回
通
常
総
会

回
通
常
総
会

回
通
常
総
会

回
通
常
総
会開催

開
催
開
催
県  連

２
つ
の
議
案
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、す
べ
て
可
決・承
認
。

研
修
会
で
は
中
小
企
業
に
立
ち
は
だ
か
る

課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
学
ぶ
。

令和元年度

商
工
会
）
を
議
長
に
選
任
し
議
事
を
進
行

し
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・ 

第
１
号
議
案
…
平
成
30
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・ 

第
２
号
議
案
…
辞
任
に
伴
う
役
員
の
補

欠
選
任
に
関
す
る
件

第
１
号
議
案
の
事
業
報
告
で
は
、「
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
」
に
ふ
れ
、「
県
内
の

28
商
工
会
、
１
、３
６
２
事
業
者
が
被
災
し

て
お
り
、支
援
要
員
不
足
の
た
め
、他
県
連
、

県
内
商
工
会
、
県
連
か
ら
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
応
援
、
さ
ら
に
全
国
連
・
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
・
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
な

ど
多
く
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で

被
災
地
域
の
重
点
的
な
支
援
を
行
い
、
グ

ル
ー
プ
補
助
金
、
被
災
地
型
持
続
化
補
助

金
、
災
害
特
別
融
資
な
ど
各
種
の
施
策
を

通
し
て
、
被
災
さ
れ
た
事
業
者
の
事
業
再

建
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
設
置
運

営
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
運
営
に
係
る

課
題
へ
の
対
応
と
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
を
設
置

し
、
販
売
手
数
料
の
見
直
し
等
７
つ
の
取

組
内
容
を
柱
と
す
る
事
業
運
営
見
直
し
を

行
う
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
は
、
理
事
の
植
田
悠
司
氏

が
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
を

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
の
に
伴
い
、

理
事
を
辞
任
す
る
た
め
上
程
さ
れ
た
も
の
。

後
任
に
は
、
熊
高
会
長
の
指
名
に
よ
り
新

県
青
連
会
長
の
松
山
和
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
『
正
副
会
長
研
修
会
』

に
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の
後
藤
準
常

務
理
事 

を
講
師
と
し
、『
中
小
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
に
つ
い
て 

』
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
後
藤
氏
は
中
小

企
業
の
直
近
の
課
題
と
し
て
〝
災
害
多

発
〞
〝
働
き
方
改
革
と
労
働
力
不
足
〞
〝
最

低
賃
金
〞
〝
消
費
税
〞
〝
販
路
開
拓
〞
〝
事

業
承
継
〞
〝
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ 

の
進
展
〞
の

７
つ
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
商
工
会
の

対
応
に
つ
い
て
解
説
し
、
さ
ら
に
商
工
会

の
組
織
強
化
と
今
後
の
方
針
を
示
し
た

『
商
工
会
プ
ラ
ン
２
０
１
９
』に
つ
い
て
も
、

詳
し
く
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
の
中
山
光

治
産
業
部
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎

え
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、珠
算
検
定
実
施
・

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
推
進
に
優
秀
な
実

績
を
残
し
た
商
工
会 

に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に
貢
献

し
た
商
工
会
に
株
式
会
社
広
島
銀
行
・
ジ

ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
か
ら
、
商

工
会
の
共
済
制
度
『
か
が
や
き
』
の
普
及

推
進
に
寄
与
し
た
商
工
会
に
広
島
県
中
小

企
業
共
済
協
同
組
合 
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開会の挨拶を行った熊高会長

講演を行った全国連の後藤常務理事
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５
月
８
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に

て
『
令
和
元
年
度
第
１
回
商
工
会
青
年
部

研
修
会
並
び
に
通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
通
常
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た

研
修
会
に
は
、
講
師
に
自
由
民
主
党
青
年

局
長
代
理
で
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局

長
の
小
林
史
明
氏
が
登
場
。『
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
活
用
と
経
営
環
境
に

つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
冒
頭
、
地
域
や
会
社
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
青
年
部
員
た
ち
に
対
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
要
素
を

紹
介
。「
リ
ー
ダ
ー
の
３
要
素
は
〝
ビ

ジ
ョ
ン
〞
〝
パ
ッ
シ
ョ
ン
〞
〝
説
得
力
〞。

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
み
な
さ
ん
が
地
域
の
方

や
社
員
た
ち
に
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
熱

い
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
説
得
力
を
持
っ
て
伝
え

る
こ
と
が
必
要
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
林
氏
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
、「
や

り
方
を
間
違
え
な
け
れ
ば
私
た
ち
の
未
来

は
明
る
い
」
と
断
言
。
明
る
い
未
来
の
た

め
に
は
、多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
会
社
、

働
い
た
成
果
が
最
大
化
さ
れ
る
会
社
に
な

る
た
め
の
働
き
方
改
革
が
不
可
欠
だ
と
訴

え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
動
車
の
自
動
運

転
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
世
界
の
人
口
増

加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
私
た
ち

の
未
来
を
解
説
。
変
化
し
続
け
る
時
代
に

対
応
す
る
た
め
、「
ま
ず
は
Ｉ
Ｔ
を
使
い

ま
し
ょ
う
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
最
後

に
小
林
氏
は
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
業
務
効
率
に

成
功
し
た
事
例
を
数
多
く
紹
介
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
通
常
総
会
に
は

34
名
全
員
が
出
席
し
、
平
成
30
年
度
の
事

業
報
告
、収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。

議
長
に
大
崎
上
島
町
商
工
会
青
年
部
の
元

樋
部
長
を
選
出
し
、
２
つ
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・ 
第
１
号
議
案
―
平
成
30
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・ 

第
２
号
議
案
―
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
に
関
す
る
件

新
役
員
は
以
下
の
通
り

会
　
長　

松
山
和
雄

副
会
長　

滝
原
雄
太　

堀
田
眞
司

　
　
　
　

上
田
竜
也　

行
武
美
実

　
　
　
　

中
島
清
貴

理
　
事　

安
村
通
芳　

梶
本　

誠 

　
　
　
　

久
保
博
宣　

下
土
居
猛

　
　
　
　

高
下
慎
也　

村
上
貴
夫

　
　
　
　

井
上
貴
広　

渡
邊
裕
二

　
　
　
　

池
岡
憲
司

監
　
事　

三
村
直
雅　

森
脇
智
史　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
計
17
名
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
役
員
の
引
継
ぎ
式

が
行
わ
れ
、
新
役
員
を
お
披
露
目
。
松
山

新
会
長
（
三
次
広
域
商
工
会
）
は
「
青
年

新たに選出された新執行部のみなさん

部
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
下
善
昭
広
島
県
副
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

『
令
和
元
年
度
県
青
連
表
彰
式
』
が
行
わ

れ
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表

彰
（
経
営
革
新
承
認
事
業
所
・
部
員
増
強

運
動
）
と
広
島
県
商
工
会
青
年
部
顕
彰
の

受
賞
者
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
交
流
会
に
は

約
２
０
０
名
が
参
加
。
研
修
会
で
講
演
を

行
っ
た
小
林
史
明
氏
も
参
加
さ
れ
、
エ
リ

ア
や
業
種
を
超
え
た
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

第
１
回

  
青
年
部
研
修
会

　
　
並
び
に  

通
常
総
会

第
１
回

  
青
年
部
研
修
会

　
　
並
び
に  

通
常
総
会

第
１
回

  
青
年
部
研
修
会

　
　
並
び
に  

通
常
総
会

令和元年度

県青連

開
催
開
催
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

５
月
22
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広

島
に
て
本
人
出
席
31
名
、
委
任
状
３
名
、

計
34
名
出
席
の
も
と
、「
令
和
元
年
度
第

53
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
田
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
昨
年
度

は
井
上
前
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
挑
戦
し
、
さ
ら
な
る
研

鑽
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、
会
場
に
向
け
て
「
今

年
も
女
性
部
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
広
島
県
商
工
労

働
局
経
営
革
新
課
長
和
田
徹
氏
（
湯
崎
英

彦
県
知
事
代
理
）、
広
島
県
商
工
会
連
合

会
石
井
正
朗
専
務
理
事
（
熊
高
一
雄
会
長

代
理
）、
広
島
県
中
小
企
業
共
済
共
同
組

合
前
川
重
樹
常
務
理
事
（
林
恵
介
理
事
長

代
理
）、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

堀
田
眞
司
副
会
長
（
松
山
和
雄
会
長
代

理
）、
４
名
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し

て
和
田
氏
と
石
井
氏
の
お
二
人
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
大
崎
上
島
町
商
工
会
女

性
部
の
松
浦
啓
子
部
長
を
議
長
に
選
出

し
、
１
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
。
全
会

一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・ 

第
１
号
議
案
―
平
成
30
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

こ
の
日
の
午
後
に
開
催
さ
れ
た
『
第
１

回
研
修
会
』
で
は
、
講
師
に
元
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中

国
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
尾
め
ぐ
み
氏

が
登
場
し
、「
あ
な
た
の
魅
力
を
活
か
す 

あ
が
ら
な
い
ス
ピ
ー
チ
の
仕
方
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
藤
尾
氏
は
最

初
に
ま
ず
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
を
作
る
と
き

の
注
意
点
に
つ
い
て
解
説
。「
原
稿
を
作

る
と
き
に
ま
ず
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
原
稿
を
作
る
と
き
に
声
に
出
し
て
発

表
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
く
こ

と
」
と
話
し
、「
一
文
は
短
く
す
る
」
「
難

し
い
言
葉
は
避
け
る
」
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
伝
授
。
原
稿
を
読
む
と
き
の
注
意
点
で

は
、「
４
ｍ
先
の
人
に
話
し
か
け
る
イ

メ
ー
ジ
」
を
実
演
し
、
の
び
や
か
で
力
の

あ
る
声
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
ス

ピ
ー
チ
に
効
果
的
な
呼
吸
法
や
発
声
、
発

音
な
ど
に
つ
い
て
も
会
場
と
一
緒
に
な
っ

て
実
践
。
喉
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
体

操
や
腹
筋
を
鍛
え
る
体
操
、
発
音
練
習
な

ど
も
紹
介
さ
れ
、
女
性
部
員
た
ち
は
楽
し

み
な
が
ら
藤
尾
氏
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

『
第
53
回
通
常
総
会
』
が
行
わ
れ
た
５

月
22
日
㈬
、
同
会
場
に
て
県
連
・
県
女
性

連
が
主
催
す
る
『
第
20
回
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
張
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
地
区
の

予
選
大
会
で
選
出
さ
れ
た
５
名
。
壇
上
で

〝
女
性
部
活
動
で
感
じ
た
こ
と
〞、〝
得
た

こ
と
〞、〝
こ
れ
か
ら
の
想
い
〞
な
ど
を
精

一
杯
発
表
し
ま
し
た
。

広
島
県
大
会
に
進
ん
だ
の
は
、
芸
南
西

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
伊
藤
里
美
さ
ん
（
佐
伯

商
工
会
女
性
部
）、
芸
南
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
伊
藤
真
由
美
さ
ん
（
熊
野
町
商
工
会

女
性
部
）、
芸
北
地
域
協
議
会
代
表
の
中

谷
利
恵
さ
ん
（
安
古
市
町
商
工
会
女
性

部
）、
中
央
地
域
協
議
会
代
表
の
高
下
昭

美
さ
ん
（
安
芸
津
町
商
工
会
女
性
部
）、

備
南
地
域
協
議
会
代
表
の
塩
川
貴
子
さ
ん

（
福
山
北
商
工
会
女
性
部
）、
備
北
地
域
協

議
会
代
表
の
樫
原
一
枝
さ
ん
（
東
城
町
商

工
会
女
性
部
）
の
６
名
。
芸
南
東
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
伊
藤
真
由
美
さ
ん
は
、
当
日
体

調
不
良
に
よ
り
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
れ
た

た
め
、
５
名
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

各
代
表
た
ち
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
、
女
性
部
や
地
域
へ
の
想
い
、
活
動
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や

目
標
な
ど
を
堂
々
と
発
表
。
優
し
く
会
場

へ
語
り
か
け
る
人
、
身
振
り
手
振
り
で
表

商
工
会
女
性
部

　主
張
発
表
広
島
県
大
会

開
催

第
20
回

挨拶を行う作田会長

  
第
53
回
通
常
総
会・

            

第
１
回
研
修
会

  
第

回
通
常
総
会・

            

第
１
回
研
修
会

第
53

  
第
53
回
通
常
総
会・

            

第
１
回
研
修
会

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

53535353
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

令和元年度

県女性連

開
催
開
催
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最優秀賞に輝いた塩川さんと発表を会場で見守った福山北商工会女性部のみなさん

現
す
る
人
、
抑
揚
を
つ
け
て
会
場
を
惹
き

つ
け
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
で
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
備
南
地
域
協

議
会
代
表
の
塩
川
さ
ん
。
優
秀
賞
は
芸
南

西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
伊
藤
さ
ん
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
４
度
目
の
審
査
委
員
長
を

務
め
た
中
国
新
聞
社
の
三
藤
和
之
氏
は
講

評
で
「
素
晴
ら
し
い
主
張
発
表
と
元
気
な

応
援
に
感
動
し
ま
し
た
！
」と
前
置
き
し
、

最
優
秀
賞
の
塩
川
さ
ん
に
つ
い
て
、

「
『
プ
チ
女
性
部
』
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
が
絶
妙
な
ス
パ
イ
ス
に
な
り
、
つ
か
み

が
完
璧
だ
っ
た
。
原
稿
を
淀
み
な
く
読
む

姿
に
、
女
性
部
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
感

じ
た
」
と
述
べ
、「
今
回
の
発
表
時
間
が

９
分
強
。
10
分
の
時
間
を
有
効
に
使
う
た

め
、
伝
え
た
い
こ
と
を
も
っ
と
盛
り
込
ん

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

で
も
い
い
。
全
国
大
会
、
行
き
ま
し
ょ

う
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
力
強
く
エ
ー

ル
を
贈
り
ま
し
た
。

塩
川
さ
ん
は
『
女
性
部
活
動
に
参
加
し

て
〜
「
プ
チ
女
性
部
」
か
ら
女
性
部
へ
』

を
テ
ー
マ
に
発
表
。
自
身
が
女
性
部
に
入

部
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
プ
チ
女
性

部
」
の
取
り
組
み
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
伝
え
ま
し
た
。
塩
川
さ
ん

は
９
月
４
日
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張

発
表
大
会
に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
受
賞
者
を
代
表
し
た
あ
い
さ
つ
で

は
「
発
表
に
は
、
私
が
６
年
前
に
入
部
し

て
か
ら
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
を
素
直
に

お
話
し
し
ま
し
た
。
次
の
大
会
で
も
、
聞

い
て
い
る
方
に
気
持
ち
が
伝
わ
る
発
表
を

心
掛
け
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。６

月
19
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

はM
A

ZD
A

 Zoom
-Zoom

ス
タ
ジ
ア
ム

広
島
に
て
『
商
工
会
の
日
記
念
事
業
』
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
６
月
10
日

の
「
商
工
会
の
日
」
に
ち
な
み
、
そ
の
前

後
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
職

員
が
野
球
観
戦
に
訪
れ
た
来
場
者
に
商
工

会
と
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
商
工
会
と
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
Ｐ
Ｒ
画
像
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
抽
選
会
で
は
、
広
島
県
の
特

産
品
６
種
類
を
詰
め
込
ん
だ
セ
ッ
ト
を
用

意
し
、
来
場
者
10
名
様
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
商
工
会
事
務
局
長
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
及
び
ひ
ろ
し
ま
夢

ぷ
ら
ざ
の
職
員
を
中
心
と
し
た
80
名
が
参

加
。
多
く
の
来
場
者
へ
商
工
会
と
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

『
商
工
会
の
日
記
念
事
業
』

　
　
　
　
　
　
　を
実
施

（
県
連
・
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
）

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

『
商
工
会
の
日
記
念
事
業
』

　
　
　
　
　
　
　を
実
施

毎年恒例

オリジナルうちわを配布し、商工会とひろしま夢ぷらざをＰＲ
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
６
月
29
日
㈯
、
広
島
市

文
化
交
流
会
館
（
広
島
市
中
区
加
古
町
）

に
て
、『
令
和
元
年
度
第
15
回
広
島
県
商

工
会
職
員
協
議
会
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
』
を
開
催
し
、
県
内
の
商
工
会
職
員

２
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
井
上
憲
会
長
は
、
今
年

の
目
標
は
〝
明
る
い
職
場
づ
く
り
〞と
し
、

「
職
員
一
人
ひ
と
り
の
〝
こ
ん
な
職
場

だ
っ
た
ら
い
い
な
〞
と
い
う
職
員
の
声
を

吸
い
上
げ
、
提
言
し
て
い
き
た
い
。
み
ん

な
で
い
い
職
場
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
１
部
は
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
。

安
古
市
町
商
工
会
の
紙
川
祐
次
主
任
主

事
、世
羅
町
商
工
会
の
濱
﨑
章
主
任
主
事
、

呉
広
域
商
工
会
の
藤
田
輝
宏
課
長
補
佐
、

呉
広
域
商
工
会
の
西
野
正
治
主
任
、
三
次

広
域
商
工
会
の
越
道
万
里
江
課
長
の
５
名

が
発
表
。
経
営
支
援
に
込
め
た
想
い
や
そ

の
方
法
、成
果
ま
で
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
研
修
会
で
は
、
岐
阜
県
商
工

会
連
合
会
の
名
畑
司
事
務
局
長
よ
り
「
商

工
会
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と
商
工
会
職

員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
デ
ー
タ

を
も
と
に
指
導
員
一
人
当
た
り
の
事
業
計

画
作
成
支
援
件
数
や
支
援
事
業
所
の
売
上

動
向
な
ど
を
解
説
。
経
営
発
達
支
援
計
画

の
変
更
点
や
新
た
に
国
が
認
定
す
る
法
定

経
営
指
導
員
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
30

年
表
彰
を
代
表
し
て
備
北
商
工
会
の
上
田

慎
二
課
長
、
20
年
表
彰
を
代
表
し
て
広
島

安
佐
商
工
会
の
瀬
川
美
徳
主
任
主
事
、
10

年
代
表
し
て
沼
田
町
商
工
会
の
中
村
友
則

課
長
補
佐
が
井
上
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
営
支
援
事
例
発
表
の
結
果

発
表
が
行
わ
れ
、
呉
広
域
商
工
会
の
藤
田

課
長
補
佐
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
審
査
委

員
長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
の
三
藤
和
之

氏
は
講
評
で
「
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
大
会

だ
っ
た
」
と
前
置
き
し
、
藤
田
課
長
補
佐

の
発
表
に
つ
い
て
「
極
め
て
冷
静
で
説
得

力
の
あ
る
内
容
。
問
題
点
も
き
れ
い
に
整

理
さ
れ
て
い
て
、
今
後
の
課
題
も
明
確

だ
っ
た
」
と
評
価
し
ま
し
た
。
藤
田
課
長

補
佐
は
10
月
10
日
、
11
日
に
山
口
県
で
開

催
さ
れ
る
「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
職
員

協
議
会
経
営
指
導
員
部
会
研
修
会
」
の
経

営
支
援
事
例
発
表
大
会
に
広
島
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

第
15
回
広
島
県
商
工
会

職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
15
回
広
島
県
商
工
会

職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
15
回
広
島
県
商
工
会

職
員
協
議
会

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
元
年
度

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１
１
７
事
例
か
ら
選
ば
れ
た
５
名
の
経
営

指
導
員
が
事
例
を
発
表
。
最
優
秀
賞
は
呉

広
域
商
工
会
の
藤
田
課
長
補
佐
が
受
賞

県  連

最優秀賞に輝いた呉広域商工会の藤田課長補佐
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